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伊勢湾 ･ 三河湾に は, 小型 - ク ジラ類の 一 種で

ある ス ナメ リ ( N e oph o c a e n a p h o c a e n oid e s ; ク ジ ラ 目

ネズミイル カ科) が周年生息 して おり, こ れが本

海域に分布する唯
一

の 鯨種で もある ｡ ま た, 三重

県南部沖の 熊野灘に は, - ク ジラ類最大の 種で あ

る マ ッ コ ウク ジ ラ ( P hiy S et e r m a C r O C eP h a l u s ; マ ッ コ

ウク ジラ科) が主 に春から夏に かけて来遊して い

る ｡ 前者は水深の 浅い 伊勢湾 ･ 三河湾とそ の 湾口

域を そ の 生 活場所とす る の に対 し, 後者は水深

1 , 0 0 0 m 以上 の 深海域を有す る熊野灘を利用 して

おり, 通常,
そ の 分布が重なる こ とばな い ｡ しか

し
,
こ こ 数年, 深海域を好むマ ッ コ ウ ク ジラ が,

水深の 浅い 伊勢湾内に迷入す る事例が散発的に起

きて おり ( 表 1) , そ れ らは マ ス コ ミ に も大き く

とりあげられて い る｡

鯨類が, そ の 生死を問わず , 海岸に打ち上が っ

たり, 本来の 生息域で はな い 場所に出現する こ と

を総称 して ス ト ラ ン デ ィ ン グ ( s t r a n d i n g) と呼

ぶ
｡ 伊勢湾 ･ 三河湾で は, ス ナ メリ の ス トラ ンデ ィ

ン グが毎年数十件報告されて おり, こ れ は我が国

に おける最も報告件数 の 多い 種, か つ 海域とな っ

て い る ( 石川 ,
1 9 9 5) ｡ しか し, 本海域 にお ける

マ ッ コ ウク ジ ラ の ス トラ ン デ ィ ン グは, 公式記録

として は, 1 9 9 3 年 1 1 月 に鳥羽市相差町 に漂着し

た体長 1 2 .3 m の 雄 の 事例 ( 古 田, 1 9 9 4) が 1 件

あるに す ぎな い ｡ 伊勢湾 ･ 三河湾沿岸に あ っ て,

体長 2 m に 満たな い ス ナ メ リ の 小 さ な死体 の 発

見を見逃す こ と はあ っ て も, 最大体長 1 8 m に ま

で達する マ ッ コ ウク ジ ラ の ような大型鯨類 の死体

を見逃す可能性はそ う高く な い こ とを考え ると,

表 1 . 伊勢湾 ･ 三河湾に迷入 した近年の マ ッ コ ウ ク ジ ラ の 事例 (20 0 6
- 0 8)

# 日 付 場 所 発見状況 生物情報 処 理 法

1 2 0 0 6 / 1 / 8 - 9 津市阿漕浦 座礁 ; 翌朝 ,
死体 で 体長 4 .6 m

,
国立 科学博物館 に輸

発見 雄 ; 1 歳末満 の 末成 送 し, 病理解剖

熟個体

2 2 0 0 7 / 1 2 / 1 7 伊勢湾西方海 初発 見か ら約 1 .5 ヶ 体長 1 7 m ; 雄 , 成熟 死体 を伊勢湾外 に 曳

-2 00 8 / 2 / 6 域 ; 津市東方 月湾内を迷走 し, そ 個体 航 し, 移動措置

(本報告) 沖 (7 k m 地点) の 後浮源死体で 発見

3 2 0 0 8 / 4 / 2 3
一

色 町 ･ 佐久 浮源死体で 発見 体長 4 .5 m ; 1 歳未満 海洋研究開発機構が

島沖 の 未成熟個体 研究用に確保

2 0 08 年6 月 2 7 日受理
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表 1 に示 した 2 0 0 6 - 2 0 0 8 年 に発生 した 3 例は ,

こ れま で とは異なる ス トラ ンデ ィ ン グ の 傾向と言

えるで あろう｡ これ ら 3 例にお い て は , 行政機関

( 三 重県, 津市 , 愛知県, 海上保安部等) や関連

研究機関がそ の 死体処理 の 対応に あた っ たが ( 一

部新聞報道に基づ く) , こ こ で は, 筆者らが深く

関わり, か つ 伊勢湾にお ける本種の最大個体 の ス

トラ ン デ ィ ン グとな っ た 2 0 0 8 年 2 月 の 事例に つ

い て
, 今後の 対処法の 参考に も供するため, 個体

の 発見か ら処理 の顛末まで を報告す る｡

1 . 最初の 目撃から死体発見 まで

(2 0 0 7 年 12 月 - 2 0 0 8 年 2 月)

2 0 0 7 年 12 月中旬よ り , 大型鯨類 ( 体長 1 0 m

以上 と推定) と思われる大き な動物が伊勢湾内で

操業中の 漁業者等に より目撃され ,
三重県, 四日

市海上 保安部, 津市等に そ の 通報が寄せ られて い

た｡ そ れらは以下の とおりで ある ( 四日市海上保

安部,
2 0 0 8) ( 図 1) :

① 2 0 0 7 年 1 2 月 1 7 日 0 9 時 o o 分頃, 津市自

塚漁港沖に お い て , 体長 1 0 m 程度の ク ジ ラ

を目撃｡

② 2 0 0 7 年 12 月 1 7 日 1 7 時 o o 分頃, 津市 ユ

ニ バ ー サ ル造船沖にお い て , 体長 1 0 m 程度

の ク ジラ を目撃｡

③ 2 0 0 7 年 12 月 18 日 1 5 時 o o 分頃, 津市岩

田川河口か ら ユ ニ バ ー サ ル造船沖付近 にお い

て
, 体長 1 0 m 程度の ク ジ ラを目撃｡

④ 2 0 0 7 年 12 月 2 6 日 1 5 時 2 5 分頃, 鈴鹿市

白子港か ら南東約 5 海里 ( 北緯 3 4 度 4 5 分

4 4 秒
, 東経 1 3 6 度 3 9 分 3 5 秒) 付近 に お い

て
, 体長 1 0 m 程度の ク ジ ラを目撃｡

⑤ 2 0 0 8 年 1 月 1 2 日 0 8 時 1 0 分 頃, 津市安濃

川河口から東方 5 マ イ ル (北緯 3 4 度 4 3 .9 分,

東経 1 3 6 度 3 5 . 9 分) 付近に お い て , 体長 5 m

程度の ク ジ ラを目撃｡

⑥ 2 0 0 8 年 1 月 19 日 0 8 時 oo 分頃, 松阪港沖

約 1 マ イ ル 地点に お い て , 体長 7 m 程 度の

ク ジ ラを目撃｡

⑦ 2 0 0 8 年 1 月 2 1 日 1 2 時 o o 分頃, 松阪港か

ら北 東約 4 マ イ ル 地 点 に お い て , 体長 7 m

程度の ク ジ ラを目撃｡

⑧ 2 0 0 8 年 1 月 2 9 日 1 2 時 30 分頃, 鈴鹿市千

代崎港から東南東約 4 .5 マ イ ル地 点にお い て

体長 1 0 m 程度 の ク ジ ラ を目撃｡

こ の よう に
,
通報は

一

時的に間隔が空く こ とが

あ っ た が
, 初発見か らそ の 後約 1 ヶ月以上 の 間 ,

動物の推定体長は
一

部異なるも の の , 散発的に続

い た｡ こ の 間, 動物の 特定に つ ながる有効な写真

等の 手がかりがな い まま時間が経過した｡

こ う した状況を受け, 湾内を航行中の 各種船舶

の 安全を確保 し, 沿岸にお ける漁業被害を未然に

防ぐとともに , 鯨類資源保護の 観点からも こ の 大

型動物の 種や大きさを特定する必要があ っ た｡ そ

こ で , 2 0 0 8 年 1 月 2 8 日, 三重県漁業取締船 ｢ は

やた か｣ を利用 し, こ の 種不明動物の 目撃回数が

比較的多か っ た鈴鹿市白子沖から松阪市沖に かけ

て の 伊勢湾南西沿岸を, 鯨類調査 の 経験を有する

複数名に より目視調査 を行 っ た ( 調査員 : 吉岡,

吉岡が所属する魚類増殖学研究室の 学生 3 名およ

び鳥羽 水族館 ･ 古田正美館長, 杉本幹課長) ｡ し

か し
,
こ の 目視調査航海 ( 総調査距離的 3 0 マ イ

ル) で は, 海況 は良好で あ っ たもの の , 当該個体

を発見する こ とはでき なか っ た ｡

目視調査 を行 っ た翌 2 0 0 8 年 1 月 2 9 日 12 時 3 0

分頃, 鈴鹿市千代崎港から東南東約 4 . 5 マ イ ル 地

点に お い て , 体長 1 0 m 程度 の クジ ラが再び目撃

された ｡ こ の 個体は, 四日市海上保安部に よ っ て

背側の 写真撮影が なされ , 同保安部の ホ ー

ム ペ
ー

ジ上 で 公開された ｡ そ の 写真は当該個体に関する

最初の 記録写真とな り, マ ッ コ ウク ジ ラと同定さ

れた ｡ なお, 頭部に成熟した雄個体で ある ことを

示す大きな隆起が見られた こ とか ら, 体長はそ の

時点ま で の 推定体長 1 0 m よりかなり大き い も の

と予想された｡

種 同定がなされ, こ の 種不明の 大型 動物は , 水

産 資源保 護法 の 対象で ある コ クク ジラ E s c h ri c h ti u s

r o b u st u s や絶滅危倶種 セ ミク ジラ E u b a l a e n a j a p o n i c a

で はなく, 熊野灘に はふ つ うに生 息する種であるこ

とが判明したが, そ の後も, 同
一

個体と思われる以

下の 目撃情報が続いた ( 四日市海上保安部, 2 0 0 8)

( 図 1) :

⑨ 20 0 8 年 1 月 3 1 日 1 6 時 o o 分頃, 白子港入

口付近に お い て ,
ク ジ ラを目撃｡

⑲ 2 0 0 8 年 2 月 1 日 0 8 時 2 5 分頃, 松阪港入

口 付近 に お い て , 体長 7 m 程 度の ク ジ ラ を

目撃｡
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図1 .
マ ッ コ ウ ク ジ ラ の 目撃地点 の 推移
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'

8- 9/8- 91 h t m l) .

電, 2 0 0 8 年 2 月 1 口 1 2 時 0 0 分 頃,
松阪港人

口付近 に お い て , 体長 7 m 程度の ク ジ ラ を

目撃o

⑫ 2 0 0 8 年 2 月 5 日 O 7 時 16 分頃, 自塚港南

防波堤灯台か ら東方的 4 . 6 マ イ ル に お い て ク

ジラ を目撃｡

そ の 後,
2 月 5 日 O 8 時 4 5 分頃, こ の 個体が 津

市沖東方的 4 マ イ ル地点で 死亡 し漂流して い ると

の 目撃情報が あり, 間口 1 0 時 に 四日市海上保安

部の 巡視艇 ｢ さるぴあ｣ に よ っ て そ の 死体が確認

され た ( 写真撮影あり) 0

2 . 死体確認後から処理作業まで

( 2 0 0 8 年 2 月 5 - 6 日)

2 0 0 8 年 2 月 5 日 の 浮瀞死体発見 を受け , 四 日

市海上保安部は, 死体と湾内を航行す る船舶との

衝突事故を防ぐため, 巡視艇 ｢ さる びあ｣ に よる

鯨体監視を開始した ｡ ま た , 今後の 死体処理 に つ

い て, 吉岡は三重 県農水商工部と連絡をとりなが

ら, 大型鯨類の ス トラ ン デ ィ ン グ対応に 多くの 実

績を有する国立科学博物館動物研究部や ( 財) 日

本鯨類研究所等の 専門家と連絡をとり, 死体 KTL # .

へ の 対応に つ き意見交換を行うとともに , 今後の

進展に応じた作業 へ の協力要請を行 っ た｡ 同時に .

四 日市海上保安部と三重 県農水商工部およ び吉開

聞で死体処理法の 検討を行い ,
そ の 結果, 往-近県

の 鯨体処理場 へ 曳航し, そ こ で 処分す るか , 念願

8 1

舶に より浮源死体を湾外に曳航し, 沖合 へ の 移動

措置とする か, ③･近く の 適当な岸壁に死体を係留

し
,
そ の 後, 陸上で 解体処理するか の 3 案が残さ

れたo

しか し, こ れら関係者が死体処理法を協議して

い る 問, 湾内の 海況 の 変化に より津沖 で漂流して

い た 死体が南下をは じめ , 多気郡明和町沖に移動

した こ とが判明 した ｡ 死体が近くの の り養殖施設

に 衝突し, 流人するおそ れ があ っ たた め, 四rj 市

海上保安部は , 同 R 夜, 鳥羽 港か ら回航さ れた

巡視船 ｢ い すず｣ ( 鳥羽海上 保安部所属) の 潜水

士 か煉体 の 尾柄部 に ロ ー プ をか け ,
の り綱ま で

I . 3 マ イ ル の 地点で 激突を防ぎ, 松阪港東防波堤

灯台から束約 5 マ イ ル 沖合 ( 北緯 34 度 3 7 . 6 分 .

東経 1 3 6 度 3 9 . 6 分) に お い て , ｢ い すず｣ が死体

を確保す るとい う漂流防止措置を講じた ｡

翌 2 月 6 日 ,
三重 県農水商工 部で は ,

死体が明

和町沖に南下した こ とから , 同町とで そ の 処理 に

関す る対応 の 協議を開始 し, ①死体を曳航して 外

洋に移動するか, ②明和町地内で 死体を埋却でき

る
,
もしく は解体で きる場所を探し, そ の 後, 哩

却か焼却処確 を行うか の 2 つ を処理法の 選択肢と

して 残したo しか し, 漁業被害な ども考慮し, 覗

実的に実行可能性が高い の は①で ある と し, 調整

が進め られ た｡ そ の 後, 同日午前中に かけ, 腐敗

に ともなう鯨油の 一 部が鯨体から海 ヒに流れ出し,

ま た多く の サメ が死体の そ ば に集ま りだ して い る

と の 情報が入 っ た ｡

三重県農水商工部で の 協議の 結果, 最終的に ,

巡視船 ｢ い すず｣ が確保して い た 死イ本を, 同日

1 4 時 3 0 分から三重県の 調査船 ｢ あさま｣ に渡し,

そ れを伊勢湾外の 影響の 少な い 海域に 移動す ると

い う処理 方法か決定 した ｡ 以下, 2 月 6 日処理 当

日の そ の 後の 経過を示す ( 図 2 , 3) :

1 3 : 2 5 吉岡, 渡鯨時に鯨体調査 を行うた め , 津

港に行き, 漁業取締船 ｢ はやたか｣ に乗船c

死体を曳航して い る巡視船 ｢ い すず｣ と の 合

流地点 ( 答ぷ島) に向か うo

14 : 0 7 北緯 3 4 度 4 1 .6 分 , 東経 1 3 6 度 4 0 .8 分 ,

水温 9 . 8
o

C , 水深 1 7 m 地点 で ,
死 体曳航中

の ｢ い すず｣ を発 見｡ ｢ は や たか｣ は , 鯨体

が曳航された航跡に鯨油汚染がない か どうか

を確認 しなが ら航走D ごく 一 部に 白い 抽が浮

い て い る こ とが あ っ たが
,
そ の 規模はき わめ
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図 2 .
マ ･

ソ コ ウ ク ジ ラ の タヒ体 (†本良 1 7 m ,

雄) . 卜あ ごか開い て い る の が 見え る

( 漁業収締船 ｢ ほ や たか｣ 乗組員損影) .

図3 . マ ッ コ ウ ク ジ ラ の タヒ体を巡視船 ｢ い す

ず｣ (ノ1
･

: ) か ら調査船 ｢ あさま｣ ( I )
.

)

に渡す .

て 小さく, 問題とはな らな い と判断された ｡

14 : 2 0 航跡に マ ッ コ ウ ク ジ ラか らと思 われ る ご

く小さな脂蚊片が海面に 浮肪して い たた め,

研究川試料 ( D N A 解析等) とす る た め ,
ク

モ 綱 で採取す る ( 後Ll , 水産庁に 対し, 標本

所持許可巾講を行 っ た) o

1 4 : 4 0 調査船 ｢ あさま｣ と合流o 直後に ｢ は や

せ｣ ( 二重県漁業取締艇) も合涜G

1 4 : 5 0 ｢ い すず｣ と ｢ あさま｣ か接近 を開始し,

前者か曳航 して い た鯨体を後者に渡す ( 図 3) ｡

1 4 : 5 5 鯨休の 引き 渡 し完 7 後, 吉岡は ,
｢ は や

た か｣ か ら ｢ は や せ｣ に移動し , ｢ あさま｣

が確保 して い る鯨体に ｢ はやせ｣ で 接近, 艦

体調 査を冥施｡ そ の 結果, 体長 1 7 m の オ ス

で ある こ とを確認 ( ペ ニ ス 露Lu ) , さ ら にIJF

蚊試料を体側 から約 1 0 0 g 採収 (
■
標本所持許

可巾請済) 後, 胸びれ , 尾 びれ
, 下顎,

そ の

甚 ･ 什川 義Ig-

他鯨体の 写真撮影を実施した｡ 死体は , 巌初

に 発見された 時と同 じよう にi ]
'

体 側を上 に し

て 浮い て い た 机 こ の 時点で は , 海面に出て

い る体側部分が以自iJ
'

よ り多か っ た｡ こ れ は,

矧扱が進行し. 体内に ガス が充満しは じめ た

ためと推測されるo 水温 は 9
o

C 台で あ っ たが,

†木内で の 腐敗は少し進 み つ つ ある ように思わ

れた o ま た , 石仏側 だ けの 観察 で は
, 目立 っ

た外傷はなか っ たが
,

■
F

'

顎 は大きく開い たま

ま で あり, 水面下に 大きな歯が確認で き た ｡

ま た
, TT.

'

がI l 外に # .
[I与して い た c

1 5 : 0 5 鯨体調奄終了｡

1 5 : 1 5 ｢ あさま｣ によ る死体の 曳航開始 ( 北緯

3 7 度 3 7 .0 分 , 東経 1 3 6 度 4 6 .0 分, 水温 9 . 3

度. 水深 26 m ) o こ の 間, ｢ い すず｣ か 曳航

の 監視を続ける｡ 上空には, 処哩 の 監視お よ

び取材の へ r) コ ブ タ ー

が数機飛行｡ 死体の 曳

航先は, 大上崎南方約 6 0 マ イ ル 沖とされた ｡

3
. そ の後の経過

鯨体は ,
2 ノ｣ 6 日 2 0 時 4 0 分, 伊勢湾外 へ 引き

'

L

P. しを完 T し, そ の 後は , 荒天の た め 外洋で の 曳

航が r あさま｣ で は 幽難で ある こ とか ら ,
｢ あ さ

ま｣ から巡視船 ｢ すずか｣ ( 尾澄海上保安部所属)

に 引き渡され , 翌 2 Jl 7 I-1 に 巡視船から離され た o

そ して
, l･ ･

-

] Jl l O 時 0 0 分 , 死体は潮岬東方 ( 北緯

3 3 度 2 2 .4 分, 東経 1 3 7 度 o 7 .9 分) で巡 視船の 監

規卜を磨れた ( 漂流物四管区地域航行警執 番号

4
,
2 月 7 I ) 1 0 時 1 0 分発表) ( 四日 rb

'

海 L . 伴安部,

20 0 8) c

4
. 所 感

l
~
種 は 何で あ るか｣ , ｢ ど こ の 海岸に 打ち上 がる

の か｣ , ｢ 船と衝突 しない か｣ な ど, 行政や漁業関

係者をは ら は らさせ た マ ッ コ ウ ク ジラ の 送 入と死

体漂流で あ っ た 机 最 初の 発見か ら約 5 0 口後に

こ の ス トラ ンデ ィ ン グはそ の 処理まで を終 √した｡

た だ . こ の 大型 マ ッ コ ウ ク ジ ラ の 死 体が ,
2 0 0 7

年 1 2 J
=

J か ら伊勢湾内で 臼撃され て い た 大型動物

と 同
一

個T本で あると の 確証 は , 中間 の 個 体識別 の

ため の デ ー タ ( 尾 びれ , 背びれ な どの 特徴を掘影

した写真等) がな い こ とか ら
, 厳密に は得 られ て
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い な い ｡ しかし, 湾内に 2 頑以上 の 大型鯨類が い

たと い う情報は こ の 間なか っ た こ と
,
および遊泳

中の 婆が最初に撮影された写真か ら, こ の 個体の

体長は当初の 推定体長 1 0 m よ りか なり大き い と

予想され , 実際の 体長計測値も 1 7 m で あ っ た こ

とを考慮すると, 同
一 個体で あると考えて よ い も

の と思 われる｡ ま た, こ の 死体処理 の あとは, 類

似の 目撃情報は湾内で は皆無で あ っ た｡

マ ッ コ ウク ジ ラが伊勢湾に迷入 して きた原因に

つ い て は, 死体を病理解剖する こ となく外洋 へ 移

動して しま っ たため, 明らかに する こ とば で きな

い ｡ 途中,
こ の 迷入個体が湾外に自力で 出て 行く

こ とも期待されたが , 結果的に, 湾内で死亡 した｡

2 0 07 年 1 2 月から続い た通報で は ,
こ の ク ジ ラが

弱 っ て 泳い で い たと い うも の はなか っ たようで あ

るが
, 海面にそ の

一

部しか姿を見せ な い鯨類に つ

い て , 外見か らそ の 健康状態を把握する こ と は極

めて 難しい ｡ マ ッ コ ウク ジ ラ は, 中層か ら深海に

生息する中 ･ 大型イカ類を主な餌と して い るが ,

そう した餌生物が浅い 伊勢湾に豊富に存在するわ

けもなく ,
こ の 個体は何らか の 理由で 方向探知を

誤り, 湾内に迷入 して きて しま っ た可能性が考え

られる ｡ そ して , 湾外 へ の 出口 をみ つ けられ ない

まま
, 餌をとる こ と もで きず に最終的に は衰弱死

して しま っ た の か もしれ ない ｡

熊野灘で は ,
2 0 年近く前か ら , 和歌山県那智

勝浦町を基地として マ ッ コ ウクジラ の ホ ェ ー ル ウ ォ ッ

チ ン グが実施されて い る ｡ こ れ はす なわち, 熊野

灘に おい て マ ッ コ クク ジラ が安定的に発見 ･ 観察

できるからに ほかならない ｡ そ して こ れは, 近年,

商業捕鯨の 中止以後,
現在ま で の 期間に, マ ッ コ

ウク ジラ がより沿岸に来遊す るように な っ たひ と

つ の 現れで ある もの と考え られる ｡ そ れま で ほ と

ん ど起きて い なか っ た伊勢湾内で の マ ッ コ ウクジ

ラ の ス ト ラ ン デ ィ ン グの , 散発的とは い え, こ こ

数年の 連続発生はそ の 反映で ある の かもしれな い ｡

ま た, こ こ に紹介した 3 例の ス トラ ン デ ィ ン グ

は
, 行政機関, そ の 他関係者の 尽力に より, 周辺

住民の 生活や漁業活動等の 産業に大きな影響を与

えずに処理 が進め られた ｡ しか し, 今後, 今回 の

ような本種 の 大型個体の ス トラ ン デ ィ ン グ, さら

に は複数頑に よ る マ ス ス トラ ン デ ィ ン グ ( 集団座

樵) が起こる可能性は否定できない ｡ ス トラ ン デ ィ

ン グ個体の処理 は, 水産庁による現在の 指導で は,

各地方自治体に委ねられて おり, 場合に よ っ て は,

莫大な処理 費用 が地方自治体に の しかか っ てく る

こ ともある｡ 三重県の 海岸線に は, 市衝地, 工業

地帯, 漁業関連施設等が多く存在する ため, 大型

鯨類の 死体が打ち上 が っ た 場合に は, そ の 影響は

少なくな い と予想され ,
か つ 死体を埋却で きる よ

うな土地 を確保する こ と もかな り困難で ある｡ 今

回の事例を教訓 に , 今後,
こ の 種 の 事態に備えて

の 関係機関の 連携体制の 確認と死体処理法に つ い

て の マ ニ ュ ア ル 作りが必要で ある ｡

( 追 記)

本原稿作成後の 2 0 0 8 年 6 月 16 日 1 1 時 0 0 分頃,

津市伊倉津防波堤灯台沖 7 .5 マ イ ル地点 ( 北緯 3 4

度 4 2 .0 分, 東経 13 6 度 4 2 .0 分) 付近 にお い て 体

長約 1 0 m の マ ッ コ ウク ジラ が迷入 して い るの が

新たに発見され た｡ しかし, こ の 個体 に関するそ

の 後の 新規目撃情報はな い こ とから , 当該個体は

湾外に出て い っ たも の と推測 される｡
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